
おもしろ算数 309 (小６年生） 
 

（このページは、直接
ちょくせつ

入 力
にゅうりょく

できません。 そのまま見
み
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してもらって使
つか

ってね‼） 

小学校６年生の みなさん、こんにちは。 

おもしろ算数 309 は、「比例と反比例」の問題です。 

【問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(自分の考え) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（答え） 

 

 ２４ｍのリボンを何人かで等分するときの、分ける人数Ｘ人と 1人分の長さＹｍの関係を 

下の表で表しました。 

 

分ける人数Ｘ（人） １ ２ ３ ４ ５ ６ … １０ 

1人分の長さＹ（ｍ） ２４ １２ ８ ６ ４.８ ４ … ② 

 

① 分ける人数Ｘ人は、1人分の長さＹｍに反比例していますか。 

 

② 分ける人数が１０人の時、１人分の長さは何ｍになりますか。 



 

答え．  ① 反比例している。   ② ２.４ｍ    

 

 

     ①について、 

     はじめに、表をもとにして、分ける人数と 1人分の長さが反比例の関係かどうかを調べます。 

          分ける人数が、２倍、３倍、４倍、５倍、６倍、になると、 

                  １  １  １  １  １ 

          １人分の長さが、２倍、３倍、４倍、５倍、６倍、になっています。 

     だから、 答え． 分ける人数と 1人分の長さは反比例しています。 

 

 

     ②について、 

     はじめに、ＸとＹの関係を式に表します。 

          反比例の関係は、Ｘ×Ｙ＝決まった数 または Ｙ＝決まった数÷Ｘ で表せます。 

だから、 この問題の式は、Ｘ×Ｙ＝２４ または Ｙ＝２４÷Ｘ  になります。 

 

     つぎに、 Ｘが１０の時のＹの値を求めます。 

          式は、Ｙ＝２４÷１０ になります。 式を展開します。 

              ＝２.４ 

     だから、 答え． １人分の長さは２.４ｍ になります。 

 

 

※反比例も比例と同じように、反比例の関係を表す式をつくります。そして、ＸやＹの値を求めていきます。 

 比例と反比例の関係は、同じように学びますので、同時に理解すると良いですね。 

 伴って変わる２つの量の関係には、「比例」「反比例」がありますが、その他にも、様々な関係があることを理解 

しておいてくださいね。 

 


